
Fig. 1 Chemical structure 
of pDSBT-BHTBT. 

Fig. 3 IPCE spectra in 
a pDSBT-BHTBT:PC71BM OSC. 

Fig. 2 Current-voltage characteristic of 
a pDSBT-BHTBT:PC71BM OSC. 
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はじめに：有機薄膜太陽電池の光電変換効率 (PCE)は、高効率な光吸収を可能にするローバンド

ギャップポリマー  (LBGP)の開発により大きく向上した [1]。本研究では LBGP として

pDSBT-BHTBT (Fig. 1)[2]を、アクセプターとして[6,6]-phenyl-C71-butyric acid methyl ester (PC71BM)

を用いた。pDSBT-BHTBT は HOMOが-5.2 eV、LUMO が-3.5 eVのポリマーである。本研究では

pDSBT-BHTBT:PC71BM有機薄膜太陽電池の作製条件の最適化および特性評価を行った。 

実験： ITO/PEDOT:PSS/pDSBT-BHTBT:PC71BM/Ca/Al 構造の素子を作製し、pDSBT-BHTBT と

PC71BM によるバルクヘテロ層の最適組成比を調べた。素子作製はグローブボックス内(露点: 

-80 ℃)で行い、J-V 測定はソーラーシミュレーター(朝日分光、HAL-320) を用い、光強度 100 

mW/cm
2
 (AM1.5) の光照射下で行った。分光感度特性(Incident photon-to-current conversion efficiency 

(IPCE)) の測定には分光計器製 SM-250 を使用した。 

結果： pDSBT-BHTBT:PC71BM =1:3.5(重量比) の時に最も PCEが高くなることが分かった。この

組成比で半導体層の膜厚を変化させたところ、およそ 50 nmで最も PCEが高くなり、PCE 3.76 %

を得た。この時の太陽電池特性を Fig. 2、IPCE を Fig. 3 に示す。この IPCEから Jscを算出したと

ころ、実験結果とほぼ一致する結果が得られた。当日は 1,8-diiodoctaneの添加効果、逆構造太陽

電池などについて議論する予定である。 
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